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 団
と
の

0

当
町
＋

ヽ

ン
ク
ー

簡
易
但

団
と
C

る
。
（
細
部
に
つ
い
て
は
別
途
登
[

肱
川
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

。
2
 の。

いい
てて

三
月
定
例
町
議
会
は
三
月
九

せ
ら
れ
、
一

付
託
、

査
を

。

oo 瓜

日

日3
 

“
 
”
 
”
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II fl 

で

[
産
費
で
四

力

納
付
す
る
町
税
は
一
三

-
‘
1
0

四
千
円
ぶ
円
で
あ
る
。
町
財
政
を
賄
な
も

給

食

セ

ン

タ

ー

事

業

予

算

[

は

国

よ

り

配

分

を

受

け

交

付

四、

0
0
0
千
円
、
総
収
入
の

r
o
 

日
た
わ
る

日

日
4

7

 

者研修会

ブ
ル
ド
ー
ザ

―-‘六
0

0

千
円
'

計
―
―
―
―
―
九
、
四
―
―
へ
千
旦
歳
出
に
つ
い
て

0

予
算
に
つ
い
て
は
別
途
概
要
を
順
[
こ
の
予
算
は

3
。
•
ま
れ
て
い
な
い
。
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～

会

ン

セ善

～

議

～

審
～

酬

改

式
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〗
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別

山

]
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特

正

ク
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の
あ
ら
ま
し

六

日

本

関

]
i
、
四
月
二
十
八
日
ま
で

一
、
丁
し
て
下
さ
い
。
（
部
落
長
経
由
）

費
[
保
育
所
ヽ
小
中
学
校
関
係
は
呂

八
〇
千
円
、
調
声
中
込
み
の
こ
と
。

千
円
が
あ
る
。
〖
◎
注
射
料
金
、
初
回
注
射
二
九

0
円

次

一

六

、

二

五

八

千

円

で

●

追

加

一

五

0
円

[

一
六
・
九
％
、
公
債
費
二
五
、
一
―
―
入
ム
費
負
担
で
注
射
料
無
料
に
な
る
も
の
．

千

円

一

六

・

ニ

伶

を

占

め

て

い

る

。

元

緊

ど

追

り

"

一
、
生
後
六
ヶ
月
以
上
、
保
育
所
入
園
．

そ
の
他
保
健
衛
生
費
の
う
ち
、
歯
科
，

ま
で
幼
児
、
及
び
満
五
五
才
以
上
．

ヽ

診
療
所
会
計
へ
の
繰
出
金
一

0
五
0
~

ー

六
四
オ
ま
で
の
者
で
。

・
千
円
が
あ
り
、
母
子
栄
養
対
策
、
成
人
，

亀
病
、
妊
婦
、
乳
児
検
診
、
検
査
、
並
び
~
生
活
保
護
者
、
及
び
町
民
税
の
額
’

、

が

均

等

割

以

下

、

又

非

課

税

の

者

。

[
に
血
液
型
判
定
経
費
そ
の
他
予
防
経
~

三
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。
~
二
、
保
育
所
見
、
小
中
学
生
は
、
生
活

・

土

木

費

五

、

三

四

七

千

円

の

内

に

は

‘

[

保

護

及

び

準

の

者

。

（
注
射
は
五
月

□

県
道
改
良
舗
装
費
の
負
担
金
四
、

0
0
:

〖
}
千
円
を
見
込
み
、
新
規
土
木
事
業
に
~

三
い
て
は
補
助
金
等
確
定
次
牙
補
正
の
[

ヘ

日

日

日

日

日

日

日

二

疋

で

あ

る

‘f

9

6

7
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1
1
1
1
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歳
出
総
領
の
う
ち
人
件
費
は
、
報
酬
、
〗

,

J
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確
定
の

部落長会

の
補
助
ぃ

行
川町
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肱

千
五
百

昭
和
四
十
五
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
予
算

の 犯
灯

一
時

L
―一時

カ
ら
十
ニ
ヶ
月
未
満
の
一

。

の

防

犯

、

其

の

他

希

望

者

じ

灯

が

二

、

妊

婦

健

康

相

談

四
月
二
十
七
日
午
後
一
時
l
三
時
ま
一

い

。

そ

体
-
〗
町
役
場
会
議
室

担
で
、
設
｀

・
四
十
六
年
歌
芸
始
の
一

[

お

岨

は

「

琢

」

＿

・
昭
和
四
十
六
年
歌
会
始
の
お
題
は
r

「

家

」

と

定

め

ら

れ

ま

し

た

。

―

詠
進
歌
の
詠
進
要
領
は
、
次
の
と
お
l

り

で

す

。

一

①
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
歌
で
―

あ
る
こ
と
。

②

用

紙

は

紙

を

用

い

、

毛

箪

自

書

の

。

（

病

気

又

は

身

障
害
の

I

書
で
き
な
い
と

は
代
箪

③
詠
進
の

九

月

一

干

十

月

十

二

日

ま

、

④
あ
て
先

「

1

0

0

代

田

区

千

代

田

t
j
}
a

番

一

」

と

し

封

筒

に

[
k
,
3

詠

進

く

こ

と

。

③
書
式

折
り
と
し
右
半

、
左
半
面
に
住

な
つ
き
）
生
年

。
＜
 
要
領
に
つ
い
て

合
せ
て
く
だ
さ

ヘ

に
つ
い
て

諮
料
、
手
当
｀
共
済
費
を
合
算
す
る
と
．

四
九
、
八
五

0
千

円

で

三

ニ

・

一

六

伶

[

閾

お

し

ら

せ

ー

I

．
と
な
る
。

前
年
度
当
初
予
算
一
四
、
八

0
0
千
[

円

に

比

し

六

0
0千
円
の
増
加
と

な
る
。

一
、
乳
児
健
康
相
談

四
月
二
十
四
日
、

、
ま
で



部
の
結

通
り
で
あ
る
。

級一
位
級
位

二
位
中
津
小
藪

共
栄

発
疹
と
と
も
に
全
身
に
水
疱
(
[

す
い
ほ
う
）
の
で
き
る
病
気
で
す
が
、
●

一
度
か
か
れ
ば
二
度
と
か
か
る
こ
と
は
．

ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
し
、
合
併
症
を
お
こ
[

す
こ
と
も
ま
れ
な
の
で
、
と
く
に
心
配
’

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
か
ゆ
が
る
の
で
[

そ
の
手
当
て
と
、
小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
に
．

も
伝
染
す
る
の
で
他
の
人
に
う
つ
さ
な
．

い

よ

う

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

[

ひ
っ
か
い
た
と
こ
ろ
か
ら
バ
イ
菌
が

一

他

一

―

°

は
い
っ
て
化
膿
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

一
す

一

で

か

ら

、

つ

め

は

短

か

く

切

っ

て

石

け

ん

．

一

で

手

を

洗

わ

せ

清

潔

に

し

て

お

く

こ

と

。

・

-

]

一

格

価一の

そ

か

ゆ

が

る

と

き

は

医

師

に

相

談

し

て

、

一

場一土

か

ゆ

み

ど

め

を

ぬ

っ

て

や

り

ま

す

。

も

一

「

一

車

し
水
疱
を
破
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
マ
ー

g-

＿動

キ
d

口

液

で

消

毒

し

、

抗

生

剤

を

内

服

丁

]

目一の

>_

し
て
化
膜
を
予
防
し
ま
す
e

熱
が
あ
っ

た

り

発

診

の

で

て

い

る

う

ち

は

、

安

輝

ぎ

＿

内

町

す径
＿

jI

に
さ
せ
、
も
ち
る
ん
幼
稚
面
や
学
校
は
’

i

肱

末

休
委
せ
ま
す
。

さ

は

か
さ
ぶ
た
が
乾
い
て
し
ま
う
と
う
つ
．

表

長

澤

り

ま

せ

ん

か

ら

、

そ

う

な

っ

た

ら

も

う

[

-

_

隔
離
し
て
お
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
[

¢
ゆ
・
少
¢
り
¢
‘
り
¢
¢
¢
¢
¢
¢
¢
ゆ
¢
¢
り
ゆ
¢
¢
¢
り
¢
¢
¢
¢
¢
¢
¢
¢
'
¢
¢
¢
¢
¢
ゆ
¢
¢
¢
¢
¢
¢
¢
¢
¢
少
’

ヽ

図
る

ヽ

た
こ

だ
よ
り

．
 
[
ゐ
゜
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肱川

校粕食献

しし

県森連椎茸共販売所に於け

L入札の月日 845.4.7 

2 価 格高値 3,640円

中値 2,492円

1,360円

次回市

4月26日です。

と
水

う
そ
う

3.概要

今回市の銘柄別山成品の標準価格．ウス

物（1::)3,0 0 0以上、ウス物並2,800円

中心中肉香茄系田2,800円～ 3,100

円並2,700円，中心上どんこ 2,500

円中心並どんこ 2,2 0 0,..._., 2. 3 0 0円．

型悪小粒混り l,8 0 O _, 2, 0 0 0,小粒

ジャミで梢上げ値1.50 0円＇
コゲは 1,7 0 0中心で弱条配以上の値で

当分は保合いかやや弱保合と思われる。

かいぶん ピタミン
体の調子をよくする

、
[
•

マカロニ たまねぎ

6
 
，
 

I•9.99,1,

.,., 7
 
8
 
11 

12 

水！マカロニィクリアン

焼き

マカロニ

じゃがいも

マカロニ

くだもの

二 ーココア

け

レーズンパン

みそ汁

じゃがい心

スバゲッティ

マカロニ

油

袖

油

マカロニ

油

マカロニ

油

小麦粉

油

マカロ

じゃがいも

さとう

油

中華そば

洋風いり卵

いかと野菜の煮つけ

はるさめサラダ

出

m
こ
i
1

スパゲッティ

じゃがいも

はるさめ

油

キャペッ

にんじん

キャベッ

ねぎ

じんたまねぎ叫ベッ

こんにゃく

みかん（缶）

キャペッ

にんじん

ねぎ

キャベッ

たまねぎ

キャベッ

レ・-:ズン

ねぎ

みかん

グリンピース

たまねぎ

キャベッ

ゎかも

キャベッ

たまねぎ

ねぎ

キャベッ

1じんキャベッ

ごみかん（缶）
キャペツ にんじんキュウリ

たねぎレーズン

グリンピース
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-
―
農

ニ

し
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指

導

，

部

よ

り 協

だ

よ
，
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,．, り

醤
油
配
逹
日

変
更
に
つ
い
て

ん
の
で
御
協
力
下
さ
い
。

農
協
の
貯
金
よ
り
振
替
契
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
農
集
電
話
料
金
は
、
毎
月

二
十
五
日
頃
引
落
し
致
し
注
す
。

貯
金
口
座
の
無
い
方
、
又
残
高
の
無
い
方
は
振
替
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
預
金

し
て
い
た
ゞ
く
よ
う
御
願
い
い
た
し
注
す
。

取
り
ま
と
め
送
金
悛
は
個
人
か
直
接
郵
便
局
へ
払
込
し
な
く
て
は
な
り
さ
せ

い

さ

れ

た

時

は

、

逸

早

く

獣

医

師

に

診

療

，

一

＊
：
を
頼
ん
で
い
た
ゞ
き
た
い
。

9

口
梅
の
病
害
虫
の
防
除

ぷ4
 
ぶー
一
，
―
―
―
月
下
旬
竺
「

9
め
け
む
し
」
か
発
”
毎
度
御
利
用
願
っ
て
お
り
ま
す
警
油
近
年
、
農
業
根
械
の
利
用
度
か
上
り
、
一
年
中
機
板
を
休
ま
せ
る
こ
と
な
く
使

る
と
と
も
に
石
灰
分
の
不
足
も
又
卵
巣
[
生
し
：
茉
を
喰
害
す
る
の
で
実
の
生
育
二
3

配
逹
日
を
作
業
の
都
合
で
五
月
よ
り

□わ
れ
る
よ
ぅ
に
な
り
注
し
た
が
ヽ
し
か
し
ヽ
そ
れ
で
も
冬
期
間
の
利
用
は
低
い

o

の
働
き
を
悪
く
し
ま
す
の
で
背
草
に
は
＇
が
悪
く
な
り
注
す
。
防
除
は
、

B
P
N
]
左
記
の
通
り
変
更
い
た
し
ま
し
た
の
で
．
そ
こ
で
、
春
に
な
る
と
機
械
の
フ
ル
稼
励
を
迎
え
る
こ
と
匹
な
ツ
ま
す
か
、
そ
の

．
除
と
く
に
注
意
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「
各
部
の
保
守
点
検
」
で
あ
る

石
灰
分
は
多
く
含
ま
れ
て
お
る
け
れ
ど
一
乳
剤
の
一

0
0
0倍
液
で
消
毒
す
る
こ
．
御
連
絡
い
た
し
ま
す
。

：
と
思
い
ま
す
。

今
回
県
改
良
普
及
所
中
島
先
生
の
後
．
も
、
な
お
漉
厚
飼
料
に
炭
酸
石
灰
を
必
：
と
。

い
「
五
月
の
醤
油
配
達
日
」

[

四

月

の

下

旬

に

「

く

わ

ほ

し

病

」

が

．

．

左

記

点

検

個

所

を

充

分

に

整

備

し

て

、

農

繁

期

紀

そ

な

え

る

こ

と

が

大

切

だ

。

―

し
て
尾
崎
先
生
が
肱
川
地
区
担
当
・
ず
安
ぜ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

任
と

と
し
て
四
月
十
五
日
よ
り
駐
在
を
し
て
＇
エ
サ
の
翫
合
に
つ
い
て
も
ク
ン
白
質
こ
完
生
す
る
。
こ
の
病
気
は
梅
の
実
に
黒
~
八
日
（
金
）
大
谷
地
区
．

い
た
ゞ
く
こ
と
忙
な
り
ま
し
た
。
指
導
．
の
多
い
も
の
を
あ
た
え
デ
ン
プ
ン
価
の
い
点
々
が
で
き
る
。
ー
こ
れ
か
つ
く
と
梅
9

十

五

日

（

金

）

小

藪

岩

谷

、

．

’

[

＇

｀

登

要

領

と

し

て

は

先

づ

、

肱

川

町

政

の

中

．

多

い

工

サ

を

減

ら

す

よ

う

に

し

ま

し

ょ

．

は

価

格

が

三

割

以

下

と

な

り

、

せ

っ

か

ぃ

二

十

二

日

（

金

）

宇

和

川

“

尾

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

所

'

で
の
基
幹
作
物
を
中
心
匠
技
術
、
経
営
、

5
0
ク
ン
白
質
の
多
い
工
サ
ダ
イ
ズ
，
T

く
作
っ
て
も
澁
金
侭
な
り
ま
も
ん
。
四
．
二
十
九
日

C
歪

）

予

子

林

中

津

[

個

袷

燈
検

合

余

動

の
指
導
を
願
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
，
粉
、
血
粉
、
フ
ス
マ
。
ヒ
ー
ト
バ
ル
フ
、
＇
月
の
下
旬
よ
り
五
月
上
旬
ま
で
、
十
日
・

・

点

具

の

制

.
,
 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

＇ 

す
が
、
農
協
と
し
て
も
普
及
所
尾
崎
先
ヤ
マ
メ
科
の
乾
草
。
ク
ン
白
質
と
デ
ン
プ
お
き
に
、
水
和
硫
黄
の
四

0
0倍
液

を

農

協

の

味

噌

、

醤

油

は

非

常

に

好

評

．

き

る

'

U

し

ト

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

禾

前事

び

き

イ
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＇
を
頂
い
て
お
り
ま
す
°
問
題
に
な
っ
て
．
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＇
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お
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．
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